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そ
し
て
、
こ
の
植
物
園
と
同
じ
感

覚
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
浴
風
会
で

あ
る
。
浴
風
会
を
初
め
て
訪
れ
た
の

は
か
れ
こ
れ
30
年
ほ
ど
前
に
な
る

が
、
樹
齢
を
重
ね
た
多
く
の
木
々
や

清
楚
な
花
々
に
囲
ま
れ
た
浴
風
会
の

た
た
ず
ま
い
が
、
私
に
新
鮮
な
気
持

ち
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
も

私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
で
あ
る

　

そ
し
て
そ
の
数
年
後
、
両
者
に
は

深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し

た
。
小
石
川
植
物
園
の
く
だ
ん
の
大

イ
チ
ョ
ウ
の
近
く
に
、
大
震
災
記
念

碑
が
建
っ
て
い
る
。
大
正
12
年
９
月

１
日
の
関
東
大
震
災（
死
者
９
万
人
、

被
災
者
３
４
０
万
人
超
）
に
よ
る
被

災
者
３
万
人
が
、
内
務
省
に
よ
り
園

内
に
設
け
ら
れ
た
急
設
救
護
所
で
避

難
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
。そ
し
て
、

大
正
14
年
１
月
に
最
後
の
居
住
者
が

退
去
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

か
た
や
浴
風
会
は
、
関
東
大
震
災

の
被
災
者
で
、
困
窮
す
る
老
衰
者
、

廃
疾
者
の
安
住
の
場
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
大
正
14
年
１
月
15
日
に
、
内

務
省
社
会
局
に
よ
り
「
財
団
法
人
浴

風
会
」
と
し
て
創
設
さ
れ
、
そ
の
後

事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
き
っ
と
小

石
川
植
物
園
の
避
難
者
で
浴
風
会
の

救
護
を
受
け
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
縁
あ
っ
て
、
昨
年
の
６
月

か
ら
こ
の
浴
風
会
に
監
事
と
し
て
関

わ
れ
た
こ
と
は
、
嬉
し
い
限
り
で
あ

る
。

　

浴
風
会
は
、
２
０
２
５
年
に
は
創

設
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
る
。
ま
た
２
０
４
０
年
に
は

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
人

口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
現
役
1.5
人

で
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
と
い

う
「
２
０
４
０
年
問
題
」
も
待
ち
構

え
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度
は
こ
れ

か
ら
も
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
思
う

が
、
先
達
か
ら
受
け
継
ぎ
、
発
展
、

進
化
し
て
き
た
理
念
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ら
に
対
応
で
き
る
、
時
代
を
先
取

り
し
た
真
の
ザ
・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・

セ
ン
タ
ー
ズ
と
し
て
更
に
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
必
ず

や
そ
う
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
。 　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

 　
（
浴
風
会
監
事
）

安
ら
ぎ
の
場
所

公
益
財
団
法
人
　
社
会
福
祉
振
興
・
試
験
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
常
務
理
事
　
矢
田
　
宏
人

　

小
春
日
和
の
暖
か
な
午
後
、
深
紅

に
染
ま
っ
た
ヤ
マ
ハ
ゼ
と
黄
金
色
に

輝
く
イ
チ
ョ
ウ
モ
ミ
ジ
が
舞
い
落
ち

て
く
る
。
こ
こ
に
足
を
向
け
始
め
て

か
れ
こ
れ
45
年
に
な
ろ
う
か
。
子
供

の
頃
は
、い
わ
ゆ
る
「
虫
捕
る
少
年
」

で
、
中
高
で
は
遺
伝
や
冬
虫
夏
草
の

研
究
に
明
け
暮
れ
た
理
系
少
年
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
こ
の
場
所

を
よ
く
訪
れ
る
。
東
京
都
文
京
区
白

山
に
あ
る
小
石
川
植
物
園
で
あ
る
。

４
千
種
に
上
る
植
物
が
生
息
し
、
昆

虫
も
多
い
。
正
門
か
ら
続
く
坂
を
上

っ
た
と
こ
ろ
に
は
、「
万
有
引
力
の

法
則
」
を
発
見
し
た
物
理
学
者
ニ
ュ

ー
ト
ン
の
生
家
に
あ
っ
た
リ
ン
ゴ
の

木
の
接
ぎ
木
や
、
そ
の
隣
に
は
、
遺

伝
学
者
メ
ン
デ
ル
が
実
験
に
用
い
た

ぶ
ど
う
の
分
株
が
生
き
続
け
て
い

る
。
そ
し
て
、植
物
園
の
中
央
に
は
、

平
瀬
作
五
郎
が
、
生
物
学
史
上
の
世

界
的
偉
業
と
さ
れ
て
い
る
種
子
植
物

に
も
精
子
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
見

す
る
も
と
と
な
っ
た
樹
齢
３
０
０
年

の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
鎮
座
し
て
い
る
。

私
に
と
っ
て
と
て
も
安
ら
ぐ
場
所
の

一
つ
で
あ
る
。

「
第
７
回
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
地
域
の
皆
様

550
名

が
来
場
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。（
10
月
20
日
）
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○
「
高
齢
者
フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
と
て
も
素
晴
ら

し
く
、
出
演
者
の
元
気
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

○
お
年
寄
り
が
バ
ザ
ー
販
売
員
等
で
頑
張
っ
て
い
る

姿
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

な
ど
を
は
じ
め
、「
ぜ
ひ
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
賛
・
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
企
業
の
方
々

か
ら
も
「
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
と
て
も
有
意
義
だ

っ
た
」
等
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
地
域
の
方
々
へ
向

け
た
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
も
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
開
催
と
な
り
ま
だ
ま

だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
年
々
地
域
の
方
に
も
浸
透

し
て
き
て
お
り
、
お
問
合
せ
も
多
く
、
楽
し
み
に
待

っ
て
い
て
く
だ
さ
る
方
も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
浴
風
会
が
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
地
域

の
方
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
に
、

法
人
の
力
を
集
結
し
て
地
域
貢
献
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後
も
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
団
体
、
企
業
の
皆
様
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ご
出
演
等
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
来

場
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

   （
ケ
ア
ス
ク
ー
ル
校
長　

服
部
安
子
）

　

10
月
20
日
（
土
）、
第
7
回
「
浴
風
会
つ
な
が
る

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年

か
ら
「
ま
る
わ
か
り
！
あ
ん
し
ん
介
護
フ
ェ
ア
」
と

し
て
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
「
知
る
」

「
見
る
」「
体
験
す
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
身
近

な
と
こ
ろ
で
最
新
の
知
識
や
情
報
を
得
ら
れ
、
地
域

の
声
を
聞
け
る
“
架
け
橋
”
に
な
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
そ
れ
を

更
に
刷
新
し
、
社
会
福
祉
法
人
の
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
法
人
の
理
念
で
あ
る
「
地
域
と
の
共
働
」
を
推

し
進
め
、
新
た
に
“
交
流
す
る
！
”
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
加
え
ま
し
た
。
浴
風
会
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
方
々
と
一

体
と
な
っ
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
皆
が

活
躍
で
き
、
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、

近
隣
の
小
・
中
・
高
・
専

門
学
校
の
協
力
や
、
地

域
の
方
々
と
共
に
、
手

作
り
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
公
募
で
「
浴
風
会
つ

な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
と
名
称
を
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
総
来
場
者
数
は
５
５
０
名

超
。
協
賛
・
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
は
、
総

勢
50
団
体
。
そ
の
他
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
出
演

者
と
し
て
等
多
く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　

来
場
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

○
「
浴
風
会
＝
老
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
て
近
所
だ
け
ど
入
り
に
く
か
っ
た
の
で
、

今
日
色
々
見
学
で
き
て
良
か
っ
た
。

○
子
供
に
と
っ
て
、
と
て
も
た
め
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
次
回
は
ぜ
ひ
連
れ
て
き
た
い
。

平成 30 年 11 月１日発行

活アワビの販売も
大人気でした！

 

 外会場　ケアハウス前・浴風園前・中庭

お天気に恵まれ、外会場も大盛況となりました。
特に、外会場全体を練り歩いてくれた阿波踊りは
大迫力で、大きな拍手とともに一緒に踊りだす
高齢者の方もおりました。ケアハウス前には企
業展示のテントが並び、熱心に福祉用具等の説
明を聞く来場者の方が印象的でした。また、浴
風園前広場の模擬店コーナーでは、人気の「芋煮」
やカレー、肉まんなどはあっという間に完売。骨
密度などを測る健康測定は毎年人気で、行列がで
きました。ケアハウス利用者によるバザーや地域
住民によるフリーマーケットの他、杉並区スポー
ツ推進委員の方による「ニュースポーツ体験」に
もたくさんの人が立ち寄ってくださいました。

  知る！　見る！　体験する！　交流する！

「浴風会つながるフェスタ」大盛況にて開催！

 

第７回
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 Ａ会場　認知症介護研究・研修東京センター

10:00 京 極 理 事 長 の 挨 拶 で 開
幕。認知症や排泄、脳卒中、ア
ロマテラピー等の講座には多
くの方が参加されました。ま
た、絵本の読み聞かせや健康
講座も開催。ペッパー君の登
場に子どもたちも興味深々！

 Ｂ会場　本館 本館内では、カフェコーナー
を開催。管弦楽や生バンド
の 演 奏 を 聴 き な が ら 飲 む
コーヒーは最高！！トラン
ペットはナント 90 歳の方で
す！！

 Ｃ会場　コミュニティホール

ホールでは認知症予防体操、太極拳、小中学生の発表、エイサー、ファッション
ショー、じゃんけん大会が開催されました。なみすけ＆ナミーによるじゃんけん
大会は賞品をかけて大盛り上りとなりました。

毎年恒例となった「浴風会歴史建造物ツ
アー」も大人気企画です。定員の倍以上
のお申込者があり、解説を聞き、礼拝堂
や本館をめぐりました。

 Ｄ会場　浴風会病院・老健くぬぎ

病院ロビーでは体力測定や健康相談、
老健くぬぎやリハビリ室の見学会を行
いました。また、一般の方は普段入れ
ない６階の職員休憩所を浴風会全体を
一望できる「展望休憩スペース」とし
て開放しました。

 Ｅ会場　第三南陽園

3 特養の機能訓練室合同の「さかきの木作品展」
では、これまでに作った作品の展示と手作り体
験や健康体操を実施。フランクフルトやコー
ヒーの模擬店、南陽園のバザー等盛況でした。

なみすけ＆ナミーも
ダンシングヒーロー♪
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【
本
部
事
務
局
】

（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
）

南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

大規模地震想定訓練（10 月 31 日）

3
日　
「
秋
季
彼
岸
法
要
」
開
催
。

5
日　
「
顧
問
参
与
会
」
開
催
。

10
日　
「
福
祉
新
聞
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
理
事
長
講

演
、
職
員
2
名
参
加
。

11
日　

ベ
ト
ナ
ム
職
業
健
康
・
環
境
研
究
所

5
名
見
学
。

12
〜
18
日　

監
査
法
人
に
よ
る
拠
点
監
査

（
本
部
事
務
局
、
第
二
南
陽
園
、
松
風
園
）。

16
日　

杉
並
区
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
実
地
監
査

（
ひ
ま
わ
り
）。

　
都
社
協
主
催
「
都
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
施
設

長
5
名
参
加
。

20
日　
「
第
7
回
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス

タ　

知
る
！
見
る
！
体
験
す
る
！
交
流
す
る
！
」

開
催
。
来
場
者
５
５
０
名
超
。

22
日　

自
治
労(

土
佐
清
水
市
支
部)

2
名
見
学
。

24
日　
「
新
宿
中
村
屋
」
様
よ
り
各
施
設
利
用

者
へ
餡
み
つ
等
（
６
５
０
０
個
）
を
寄
贈
。

26
日　

関
東
信
越
厚
生
局
、
施
設
基
準
等
調

査
（
浴
風
会
病
院
）。

31
日　

浴
風
会
総
合
防
災
訓
練
実
施
。

第
1
部　

法
人
全
体
「
大
規
模
地
震
想
定
訓

練
（
伝
達
等
）」

第
2
部　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
総
合
消
防
訓
練
」

 

＊
近
隣
3
町
会
の
皆
様
、
杉
並
消
防
署
、
消

浴
風
園　
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

【
老
人
福
祉
事
業
】

1
日
〜
毎
週
月
曜
日　
「
介
護
職
員
初
任
者
研

修
」
12
期
生
・
19
名
、
講
師
：
大
津
陽
子
氏
、

五
味
長
武
氏
、
瀧
浪
美
也
子
氏
、（
職
員
）
服

部
、
赤
澤
、
鈴
木
。

5
日　

豊
島
区
受
託
事
業
「
豊
島
区
ケ
ア
マ

ネ
対
象
４
回
連
続
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
定

員
60
名
。
講
師
：
渡
部
律
子
氏
、加
藤
充
良
氏
、

國
安
眞
理
氏
、
谷
澤
隆
子
氏
、（
職
員
）
服
部
。

10
日　
「
よ
く
ふ
う
語
ろ
う
会
」参
加
者
17
名
。

12
日　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
受
託
、「
さ

さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

受
講
生
12
名
・
講
師
：（
職
員
）
西
村
、
藤
原
、

寺
林
、
小
室
。

16
日　

豊
島
区
受
託
講
座
「
第
1
回
認
知
症

ス
ク
ー
ル
」参
加
者
53
名
。
講
師
：
古
田
光
氏
。

26
日　

cafe
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド
開
店
。

来
店
者
59
名
。
次
回
は
11
月
12
日
（
月
）
み

な
さ
ま
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

30
日　

新
宿
区
受
託
事
業
「
地
域
安
心
カ
フ

ェ
」
第
1
回
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
。
参
加

者
22
名
。
講
師
：（
職
員
）
服
部
。

31
日　
「
特
別
区
職
員
互
助
組
合
介
護
講
座
」

知
っ
て
安
心　

介
護
の
準
備
②
～
正
し
い
知

識
で
不
安
解
消
～
43
名
。講
師
：
國
安
眞
理
氏
、

（
職
員
）
服
部
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

松
風
園　
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）

11
日　
「
上
野
動
物
園
へ
の
日
帰
り
旅
行
」。

参
加
者
の
中
に
は
、「
50
年
ぶ
り
に
上
野
動
物

園
に
来
た
」 

と
当
時
の
ご
子
息
、
ご
息
女
と

の
思
い
出
を
懐
か
し
む
方
も
お
ら
れ
、
50
分

待
っ
て
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ
ん

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
の
様
子
を
見
て
感
動
さ
れ

る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
昼
食
は
中
華
料
理

を
コ
ー
ス
で
堪
能
さ
れ
、
帰
路
に
は
、
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
車
中

か
ら
豊
洲
市
場
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の
建

設
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
宮
中
）

浴風会の動き
　　       （10月）

南
陽
園　

 

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

【
介
護
保
険
事
業
】

３
日　
「
小
田
原
へ
の
日
帰
り
旅
行
」。
今
年

も
合
計
43
名
の
ご
利
用
者
様
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
の
里
を
訪
ね
、
昼
食

や
買
い
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
は
か
ま
ぼ
こ
以
外
に
も
金
目
鯛
の
炙
り

浴
風
会
ケ
ア
ハ
ウ
ス

日
〜
毎
週
月
曜
日　
「
介
護
職
員
初
任
者
研

Ｃ
a
ｆ
é
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
ウ
ッ
ド

浴
風
会
ケ
ア
ス
ク
ー
ル

 

9
月
28
日　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
in
東
京
ʼ

18
」
開
催
（
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）。
今
年
度

1
日　
「
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催
。

ス
イ
ス
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
活
躍
す
る

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
と
オ
ー
ボ
エ
奏
者
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

20
日　
「
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」で
は
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
玄
関
に
て
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

24
日　
「
河
口
湖
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
」開
催
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   

（
隈
本
）

浴風会の動き
（10月）

防
団
の
参
加
協
力
を
得
て
実
施
。　

  

（
浅
井
）

23
日　
「
30
年
度
第
１
回
運
営
推
進
会
議
」
開

催
。
お
客
様
ご
家
族
・
地
域
の
方
・
杉
並
区

職
員
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
介
護
支
援
専
門
員
の
方

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

上
半
期
の
活
動
を
報
告
し

ま
し
た
。
ご
家
族
が
日
々

感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
や
、

地
域
の
方
々
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
者
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
、
少
し
で
も

潤
い
と
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
場

と
し
て
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　

 　

 　
　
（
徳
増
）

★
各
事
業
の
お
問
い
合
わ
せ
は
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　
　

 （
徳
増
・
工
藤
）

◎
電
話
０
３
―
３
３
３
４
―
２
７
４
３

飯
、
お
刺
身
、
お
で
ん
、
自
家
製
豆
富
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
、
普
段
と
は
一
味

違
っ
た
食
事
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

20
日　
「
芋
煮
会
」。
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ

ス
タ
来
園
の
皆
様
に
も
ご
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
当
園
ご
利
用
者

様
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
今
年
も
お
い

し
い
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

。（
宮
﨑
）

は
「
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
続

け
る
こ
と
で
見
え
て
き
た
在
宅
生
活
の
課
題
」

に
つ
い
て
発
表
し
、
日
本
介
護
福
祉
士
養
成

施
設
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

1
日　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

主
催
の
「
み
ん
な
の
音
楽
会
」
に
南
陽
園
合

奏
団
、
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
南
陽
園
の
2
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

6
〜
7
日　

高
井
戸
区
民
セ
ン
タ
ー
の
秋
祭

り
。
浴
風
会
は
毎
年
ご
利
用
者
の
作
品
を
展

示
し
て
お
り
、
南
陽
園
は
、
各
ク
ラ
ブ
活
動

や
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
作
成
し
た
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。

9
日　
「
皇
居
バ
ス
ハ
イ
ク
」。
晴
天
の
中
、

ご
家
族
も
多
数
参
加
さ
れ
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
）
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杉
並
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ケ
ア
24
高
井
戸　

◎
電
話
０
３
―
３
３
３
４
―
２
４
９
５

【
病
院
事
業
】

浴
風
会
病
院

老
健
く
ぬ
ぎ　
（
介
護
老
人
保
健
施
設
）

★
入
所
・
デ
イ
ケ
ア
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利

用
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
０
３
―
５
３
３
６
︱
７
７
０
１
（
代
表
）

◎
０
３
―
５
３
３
６
︱
７
７
３
４
（
入
所
）

◎
０
３
―
５
３
３
６
︱
７
７
０
４
（
デ
イ
ケ
ア
）

【
研
究･

研
修
他
】

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

ご
案
内
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
当
院
の
予

防
接
種
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
満

65
歳
以
上
の
方
に
は
区
よ
り
「
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
予
診
票
」が
届
き
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ワ
ク
チ
ン
が

無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

早
目
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
電
話
で
の
ご
予
約
は
、
月
曜
～
金
曜

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で
で
す
。　　
　
　
　
　
　
　

 　

 （
中
澤
）

１
日　

行
政
担
当
者
セ
ミ
ナ
ー
（
62
名
受
講
）

４
〜
５
日　

認
知
症
地
域
支
援
体
制
推
進
合

同
セ
ミ
ナ
ー
（
１
９
５
名
受
講
）

８
〜
19
日　

第
２
回
後
期
認
知
症
介
護
指
導

者
養
成
研
究
（
18
名
修
了
）

11
〜
12
日　

追
加
回
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
研
修
（
仙
台
市
・
１
２
１
名
修
了
）

22
日　

A
Ⅰ
職
員
研
修

30
〜
31
日　

第
９
回
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
研
修
（
大
阪
市
・
修
了
者
数
次
号
報
告
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
）

  （
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
介
護
）

第
二
南
陽
園
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

ケ
ア
マ
ネ
や
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の
事

業
所
の
方
々
と
連
絡
会
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
10
月
16
日
に
福
祉
用
具
の
事

第
三
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

1
日　
「
み
ん
な
の
音
楽
会
」。
皆
さ
ん
、
お

揃
い
の
衣
装
で
、
ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
と
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
子
守
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。
練

習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
楽
し

い
音
楽
で
会
場
を
巻
き
込
み
大
盛
況
で
し
た
。

4
、19
、22
、24
日　
「
深
大
寺
バ
ス
ハ
イ
ク
」。

お
昼
は
深
大
寺
そ
ば
に
舌
鼓
を
う
ち
、
そ
の

後
は
日
々
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
美

し
い
緑
に
囲
ま
れ
た
深
大
寺
を
の
ん
び
り
と

散
策
さ
れ
、
木
々
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
る
陽
射

し
を
浴
び
な
が
ら
気
分
転
換
を
図
ら
れ
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
村
下
）

7
〜
8
日　

高
井
戸
区
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

に
、
ご
利
用
者
の
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

8
月
に
阿
佐
谷
七
夕
ま
つ
り
に
出
品
し
た「
天

の
川
の
金
魚
」
を
は
じ
め
沢
山
の
作
業
活
動

◎
０
３
―
３
３
３
２
―
６
５
１
１
（
代
表
）

第
二
南
陽
園　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

9
月
28
日　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
福
祉
in
東
京

2
０
１
８
」
で
、「
イ
ン
カ
ム
を
導

入
し
職
員
間
の
連
携
を
強
化
し
安
全

で
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
者
対
応
の
実

現
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

11
日　

ご
利
用
者
・
ご
家

族
と
東
京
タ
ワ
ー
に
バ
ス

ハ
イ
ク
に
出
掛
け
ま
し
た
。

12
日　

恒
例
の
災
害
時
想
定
の
炊
き
出
し
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
富
士
見
丘
中
学

校
の
生
徒
さ
ん
達
７
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま

し
た
。

21
日　

１
階
フ
ロ
ア
家
族
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
11
月
は
3
階
フ
ロ
ア
家
族
懇
談
会
を

行
う
予
定
で
す
。

24
日　

第
三
者
評
価
の
訪
問
調
査
を
受
け
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
山
崎
）

20
日　
「
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
で

は
、「
く
ぬ
ぎ
見
学
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

見
学
や
施
設
概
要
の
説
明
で
1
時
間
ほ
ど
の

見
学
会
で
し
た
が
、
午
前
と
午
後
の
2
回
に

計
23
名
の
方
が
ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

22
〜
24
日　

3
階
デ
イ
ケ
ア
に
て
大
運
動
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
玉
入
れ
や
パ
ン
食
い
競

争
な
ど
の
種
目
に
ご
利
用
者
だ
け
で
な
く
職

員
も
参
加
し
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

老
健
く
ぬ
ぎ
も
開
設
5
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
や
ご
協
力
に

感
謝
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
森
屋
）

【
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
】

６
〜
7
日　

高
井
戸
区
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

に
、
お
客
様
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

 

５
〜
９
日　

セ
シ
オ
ン
杉
並
で
行
わ
れ
た
総
合

    　

文
化
祭
に
、
絵
手
紙
を
出
展
し
ま
し
た
。                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
尾
滝
）

★
見
学
申
し
込
み
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
質
問

や
お
問
い
合
わ
せ
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
０
３
―
３
３
３
４
―
２
１
４
０　
　

第 403 号

業
所
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
介
護
保
険

制
度
は
改
正
を
重
ね
、
現
在
は
「
個
人
の
尊

厳
を
保
持
し
、
で
き
る
限
り
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

総
合
的
か
つ
一
体
的
に
提
供
す
る
た
め
、
社

会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
」
と
い
う
理
念
の

も
と
、
杉
並
区
で
も
皆
で
考
え
る
場
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
公
的
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
は
足
り
な
い
た
め
、
地
域
の
資
源
の

活
用
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
、
お
互

い
を
知
る
場
が
地
域
の
中
に
必
要
で
す
。

今
年
度
、
設
置
予
定
の
協
議
体
に
は
、
福

祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
立
場
の
方

や
世
代
も
超
え
て
、
地
域
の
事
を
一
緒
に
考

え
る
皆
様
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

良
い
知
恵
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
、お
声
掛
け
下
さ
い
!!　

 　

      

（
尾
関
）

の
作
品
や
、
フ
ロ
ア
の
書
道
ク
ラ
ブ
や
絵
手

紙
ク
ラ
ブ
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

20
日　
「
浴
風
会
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」
の
中

で「
さ
か
き
の
木
作
品
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

日
頃
の
作
業
活
動
で
作
成
し
た
ご
利
用
者
の

作
品
の
展
示
や
、
ス
テ
ン
シ
ル
で
色
を
つ
け

る
バ
ッ
グ
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
機
能

訓
練
指
導
員
に
よ
る
体
操
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ピ
ロ
テ
ィ
ー
で
は
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
の
販
売
や
、
綿
あ
め
、
コ
ー
ヒ
ー
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
小
学
生
を
は
じ
め
、

３
０
０
名
近
い
近
隣
の
方
々
に
お
越
し
頂
き
、

「
楽
し
か
っ
た
わ
」
と
大
変
ご
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
谷
口
）
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社会福祉法人　浴　 風 　会　（総合老人福祉施設） 平成 30 年 11 月１日発行第 403 号

 浴風会病院　診療案内　⑰

 お問合せ　浴風会病院　０３- ３３３２- ６５１１（代表）

看護部長　川代　たつ子

 看護部門の紹介

浴風会病院看護部門は、５つの病棟、外来、在宅医療介護支援室に在籍、　
病院の入退院調整に係る業務を担当、そして管理部の部署と病院内で勤務し
ています。非常勤職員を含む総勢 160 名余りで構成しています。看護師（男
性 5 名を含む）100 名余りと介護福祉士等（当院ではケアワーカーと呼んで
います、男性７女性３の割合）で１つの看護チームとして協働しています。

看護師・ケアワーカーのユニホームは、5 色（ピンク、バーガンディ、ピーコック、Ｒブルー、
ホワイト）スクラブタイプと一般的な白衣 ( 白＝看護師、水色＝ケアワーカー ) です。二交替制で
３６５日２４時間切れ目なく、「患者さんの尊厳を守り人生の先輩として尊重し、優しく思いやり
のある看護」をめざし研鑽しています。
≪スキンケア・認知症看護にも力を入れています≫
　日本看護協会認定の皮膚・排泄ケア認定看護師や認知症看護認定看護師がいます。皮膚・排泄ケ
ア認定看護師を中心として、褥瘡（床ずれ）予防や処置、高齢とともに脆弱になりがちな皮膚への
ケアに十分配慮して日常ケアにあたっています。
　認知症ケア認定看護師を中心に関係部門と協力し、看護・介護の提供を行っています。また東京
都認定の認知症看護に関する研修受講は延べ 30 名の看護師が修了。年間研修計画を策定し、それ
に則って全看護職員の看護・介護の力を高めるよう取組んでいます。
≪後輩育成は共育と認識して≫
　看護体験の希望者（中学生・高校生・社会人）の受入れも行っています。東京
医科歯科大学病院看護学部の看護実習や聖路加国際大学認定看護師教育課程（認
知症看護）の臨地実習を受け入れ、未来の看護師育成（後輩育成）にも貢献して
います。実習生を受け入れることは、自分たちも成長できることと認識し、可能
な限り受入れることにしています。

平
成
30
年
９
月
16
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
10
月
15
日

  

多
く
の
方
々
よ
り
ご
芳
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︿
金
品
・
物
品
﹀

林
　
泰
様
︑
宮
沢
　
郁
子
様
︑

東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
様
︑

大
熊
　
と
め
子
様

●
ほ
か
、
各
施
設
に
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　患者さんやご家族の意見をお聞きしながら、患者さんも看護職員も相互が満足を高められるよう
努力して参ります。

　

中
央
省
庁
等
の
公
的
機
関
が
障
害
者
雇
用
率

を
満
た
さ
ず
、
雇
用
数
を
水
増
し
し
て
い
る
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。
障
害

者
雇
用
促
進
法
で
は
、
従
業
員
数
が
一
定
以
上

の
民
間
企
業
や
国
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
、

一
定
率
以
上
の
障
害
者
を
雇
用
す
る
義
務
を
課

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
と
健
常
者
等

と
の
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
障
害
者
雇

用
を
義
務
化
し
て
、
就
労
に
よ
る
障
害
者
の
自

立
を
促
す
ね
ら
い
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

法
定
雇
用
率
を
達
成
で
き
な
い
と
、
従
業
員

100
人
を
超
え
る
事
業
主
の
場
合
、
1
人
不
足
す

る
ご
と
に
原
則
月
額
5
万
円
を
国
に
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
但
し
、
こ
の
納
付
は
公
的
機

関
に
は
適
用
さ
れ
な
い
）。
一
方
、
超
え
て
い
れ

ば
、
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。
当

会
の
場
合
、
昨
年
は
、
法
定
雇
用
率
２
％
の

162

名
に
対
し
て
、
残
念
な
が
ら
障
害
者
手
帳
所
持

者
は

158
名
だ
っ
た
の
で
4
名
不
足
で
し
た
。
法

定
雇
用
率
は
30
年
4
月
か
ら
2.2
％
、
さ
ら
に
33

年
ま
で
に
0.1
％
引
き
上
げ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

更
な
る
法
人
努
力
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
つ
） 

      

︻
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
︼

〒
１
６
８
︲
８
５
１
０
※
住
所
な
し
で
届
き
ま
す

機
関
紙
「
浴
風
会
」
編
集
部
係

soum
u2@

yokufuukai.or.jp
http://w

w
w

.yokufuukai.or.jp/


